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関連文献／特許

EPA はサプリメントとし
て広く知られているように
副作用が比較的少なく、か
つ血中濃度を客観的に測定
できる特徴があり、数多く
のサプリメントの中でも臨
床的効果を科学的に実証で
きる可能性を有しています。
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研究成果の応用可能性

　EPAの抗血小板作用、抗炎症作用、プラーク安定化作用、
血管内皮機能改善作用などにより、急性期脳梗塞や担がん患
者の予後に良い影響を与えることが示すことができれば、有益
なサプリメント製剤として応用できる可能性がある。

1970 年代のイヌイットの疫学調査から、魚の摂取量の多いイヌイットはデン
マークの白人に比べて心血管疾患による死亡が低いことが報告され、その理由と
して魚に含まれるω3 系脂肪酸が関与していると考えられるようになった。EPA 

（eicosapentaenoic acid）などのω3系脂肪酸は、抗血小板作用、抗炎症作用、
プラーク安定化作用、血管内皮機能改善作用などの作用を有するとされ、我が国
で行われた大規模臨床試験 JERIS （Japan EPA Lipid Intervention Study）
のサブ解析では、スタチン製剤に EPA を併用することで脳血管イベントの再発
を抑制していることが確認された。EPA の血管に対する様々な生理機能から、
EPA は脳血管イベントの再発抑制効果のみならず、急性期の脳血管イベントの
病態においてもその臨床的効果が期待され、最近では EPA を初めとする脂肪
酸が非心原性の急性期脳梗塞の重症度に影響を与えることが韓国の少数例の研
究から報告されている（Song TJ. et al. J Stroke. 2015）。また、EPA が持つ
抗炎症作用等の機序から EPA とがんとの関連も報告されており、我々はがん関
連脳梗塞で血清 EPA が低下していること
を明らかにした（文献 1.）。当院脳卒中セ
ンターで診療した急性期脳梗塞を対象に、
EPA を含む血清脂肪酸分画測定を継続し
て行い、EPA が持つ抗血小板作用、抗炎
症作用、プラーク安定化作用、血管内皮機
能改善作用から、血清 EPA を含む脂肪酸
が急性期脳梗塞の成因、重症度やその後
遺症に与える臨床的効果について研究を
進めている。
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